
 

― ３６ ― 

ブラウントラウト侵入状況調査（令和 2年度）     酒井忠幸・渡邊長生・村井涼佑・森竜也 

・野中信吾・関戸章一 

 

目 的 

 ブラウントラウトは，国際自然保護連合の「世界の

侵略的外来種ワースト 100」に挙げられており，近年

では本州の河川においても侵入・定着が確認されてい

る。1) 本県においてもブラウントラウトが釣れたとの

情報が寄せられていることから，侵入状況を調査した。 

 

方 法 

那珂川支流の黒川 5 地点及び余笹川 1 地点において，

電気ショッカーによる採捕を行った。併せてヤマメの

採捕数を計数した。 

 

結果および考察 

黒川 4 地点および余笹川 1 地点でブラウントラウト

が採捕された（表 1）。採捕された地点は最上流部に近

い高速道路下流から那珂川本流に近い余笹川の黒川合

流点の下流におよんでおり，同種が広範囲に侵入して

いると考えられる。 

高速道路下流の全長組成は 9.5–41.5cm と幅広く，複

数の年級群が存在すると考えられる（図 1）。また，

41.5cm の個体からは成熟卵が確認された。同地点では

調査時に比較的新しい産卵床が確認されたことから，

ブラウントラウトは黒川において繁殖し，定着してい

る可能性が高いと考えられる。 

一方で，ヤマメについては高速道路下流で約 15cmの

個体 2 尾が採捕されるに留まった（表 1）。このことか

ら，ブラウントラウトの定着がヤマメ資源の減少要因

になっている可能性が考えられる。漁場を管理する漁

協はブラウントラウトを駆除する意向を示している。

今後は駆除に向けて詳細な生息状況を把握するととも

に，有効な駆除方法を検討する必要がある。また，ブ

ラウントラウトは黒川から取水する農業用水路でも採

捕されたことから，駆除にあたっては漁場外の水域も

対象とする必要があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 ブラウントラウトの採捕結果 

 

 

 

図 1 ブラウントラウトの全長組成 

（高速道路下流） 
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（指導環境室） 

ブラウン ヤマメ

2/5 黒川 高速道路下流 1.5 23 2

2/17 黒川 新大塩橋水路 0.5 5 0

2/17 黒川 新大塩橋 0.5 0 0

2/17 黒川 新大塩橋下流水路 0.5 2 0

2/17 黒川 新大塩下流 0.5 5 0

2/17 余笹川 黒川合流下流 0.5 1 0
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